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AI・自然言語処理を通して事業コンサルティング、サービス提供を行う株式会社pluszero(読み方:プラスゼ

ロ/本社:東京都世田谷区、以下プラスゼロ)は、日本語自然言語処理に特化した、AIの精度を高めるためのデ

ータ作成代行サービス「Nekonote(ネコノテ)」の提供を開始しました。

株式会社pluszero(プラスゼロ)、日本語自然言語処理に特化した

AIの精度を高めるためのデータ作成代行サービス

「Nekonote(ネコノテ)」の提供開始
「ミンナのミカタぐるーぷ・株式会社ミンナのシゴト」との

共同運営により安価で高品質なデータ作成を実現

https://nekonote.ai/

「Nekonote(ネコノテ)」はAI向け学習データとなる日本語テキストや音声の作成・アノテーション・タグ

付けといった業務代行サービスです。本サービスの特徴として、自然言語処理技術の研究開発を行うプラス

ゼロと、障がい者の就労継続支援事業を運営する「ミンナのミカタぐるーぷ・株式会社ミンナのシゴト」の

共同運営体制をとなっており、日本語領域において一般のクラウドソーシングやオフショアに比べ、安価で

高品質なサービス提供を実現しました。また、スケーラブルな作業者ネットワークを有しているため、小ロ

ットのご依頼はもちろん、大規模データや短納期案件など、幅広い用途で活用いただけます。

■「Nekonote(ネコノテ)」サービス概要

近年、様々な業界領域においてAI技術の活用が進む中、AIの精度を高めるため

の学習データ(アノテーションデータ)作成のニーズが高まっています。しかし、

画像認識領域に比べ、技術的な難しさが課題となっている自然言語処理分野にお

いては、AI向け学習データ(アノテーションデータ)のアウトソーシングサービス

の提供が進んでいない現状がありました。

そこで、自然言語処理分野を強みとするプラスゼロは、そのニーズに応えるべ

く日本語自然言語処理に特化したAI向け学習データ(アノテーションデータ)の作

成代行サービス「Nekonote(ネコノテ)」立ち上げに至りました。

また、自然言語処理分野のAIの性能においては、現状データ量の少なさがボト

ルネックとなっている点も課題として挙げられます。 「Nekonote(ネコノテ)」

のサービス提供を通して、業界全体のボトルネック解消に寄与してまいります。

■「Nekonote(ネコノテ)」リリースの背景

作業フロー

https://nekonote.ai/


■対応メニュー

文書データ関連

データの分類・タグ付けや、要約・対話・コーパスなどの作成を行います。

音声データ関連

文書データと同様の作業の他、書き起こしなどを行うことも可能です。

画像データ関連

手書き文字作成・日本語によるキャプショニングなど、画像に関連したデータを作成します。

データ収集

webや世の中にある文書、音声、画像などのデータを収集します。

より専門的なタスク対応

インテントスロット作成・セマンティックアノテーションといった専門的なタスクにも

対応します。
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統合的に活用したソリューション提供・開発・保守・運用および販売、

ならびに受託及びそれらに付帯するコンサルティング業務

ビジョン :人の可能性を広げる

ミッション :知の創発により、新しい選択肢を生み出す

バリュー :ユニークなプロフェッショナルであれ
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URL : https://plus-zero.co.jp/
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■プラスゼロ会社概要

https://plus-zero.co.jp/

